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公益社団法人日本動物学会中国四国支部平成 30 年度総会議事録	

平成 30 年 5月 13 日（日）	 12：35～13：05	

山口大学吉田キャンパス	共通教育棟 28 番教室	

	

○議長選出	

岩尾康宏会員が議長に選出された．	

	

○地元県委員挨拶	

岩尾康宏山口県委員から挨拶があった．	

	

○支部長挨拶	

植木龍也支部長から挨拶があった．	

	

○若手研究者優秀発表賞表彰	

8 題の口頭発表を対象に審査し、以下の 2名を受賞者に決定した。	

高橋	 望史	 （岡山大・臨海）	

「原始左右相称動物扁形動物ヒラムシから探る生殖腺刺激ホルモン放出ホルモンの機能

進化」	

藤原	 希	 （鳥取大院・連農）	

「幼虫休眠する昆虫におけるアクアポリンの役割」	

 
○報告事項		

１)	理事報告		

植木龍也支部長より，支部活動費、繰越ルール確認、会費納入率について，Zoological	Science,	

Zoological	Letters について，寄付金および寄付委員会について，各種委員会委員の推薦と任

期について，名誉会員の推薦について，全国大会の予定について，本部・支部ホームページに

ついて，会費のクレジットカード払いについて報告があった．		

	

２)	庶務幹事報告		

	 濱生こずえ庶務幹事より，平成 30 年度支部役員，支部会員数について報告があった．平成

30 年 4 月 24日現在の支部会員数は 264 名（前年度比 22 名減）であった．	

 
３）会計幹事報告 
高瀬稔会計幹事より，別紙１,２のとおり平成 28 年度支部会計決算（平成 28 年 7月 1 日〜

平成 29 年 6月 30 日）および平成 29 年度決算見込み（平成 29年 7 月 1日〜平成 30 年 5月 12

日現在）について報告があった．	

 

４)	会計監査報告		

	 吉田将之会計監査より，平成 28 年度支部会計決算は適正な会計処理が行われていることを

確認したとの報告があった．その後審議の結果，平成 28 年度決算は了承された． 
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５)	県委員・企画委員報告	

	 濱生こずえ庶務幹事より，5件の活動報告があった．山口大学理学部サイエンスワールド

2017（平成 29 年 11月），愛媛県例会（平成 29年 12 月），岡山県例会（平成 29年 12 月），高

知県例会（平成 29年 12 月），広島県例会（平成 30年 3 月）を実施した．	

	 森下文浩企画委員より，日本動物学会中国四国支部	支部大会 70 周年記念誌についての報告

があった．	

	

６)	将来計画委員報告	

椋田宗生将来計画委員より，動物学会会員を対象としたキャリアパスに関する意識調査の実

施について報告があった．	

	

７）若手優秀発表賞の応募要領および選考要領の改訂	

植木龍也支部長より，別紙 3のとおり若手優秀発表賞の応募要領および選考要領の改訂につ
いて報告があった．  
	

８）その他	 特になし．	

	

○審議事項		

１)	次年度事業計画について	

①	 次年度支部大会について	

	 濱生こずえ庶務幹事より，平成 31 年の支部大会を広島県で開催することが提案され，承認

された．	

	

②	 県例会等について	

	 濱生こずえ庶務幹事より，以下の 5 件の事業計画の提案があり，承認された．山口大学理学

部サイエンスワールド 2018（平成 30年 11 月），愛媛県例会（平成 30 年 12 月），岡山県例会（平

成 30 年 12月），高知県例会（平成 30年 12 月），広島県例会（平成 31年 3 月）．		

	

２)	本年度支部予算案について		

	 高瀬稔会計幹事より，平成 30 年度支部会計予算について 2018 年 7 月 1 日～2019 年 6 月 30

日の支出計画案（別紙４）が提出され，承認された．	

	

３）全国大会開催予定地について	

植木龍也支部長より，日本動物学会 第 91回（2020年）大会を鳥取県米子市で開催する案
が提案され，承認された。 
	 椋田崇生鳥取県企画委員より，日本動物学会 第 91回（2020年）大会への協力要請があ
り，承認された．	

	

４）その他	 特になし．	

	

○次年度支部大会開催県委員挨拶	

	 彦坂暁広島県委員より，次年度の開催予定（2019年 5 月 11 日〜12 日	広島大学東広島キャ

ンパス）が告知され，挨拶があった．	 	
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別紙１	

	

平成 28 年度 社団法人 日本動物学会中国四国支部 決算 

（平成 28 年 7 月 1 日〜平成 29 年 6 月 30 日） 

収入の部  予算  決算   

繰越金  ¥106,546  ¥106,546   
会費  ¥224,000  ¥224,000   
預金利子  ¥20 	  ¥2   

  ¥330,566  ¥330,548   
 

支出の部  予算 内訳 執行額 内訳  

事業費  ¥160,000  ¥160,000   

 
支部大会援助金（高知

大会）  ¥100,000  ¥100,000  

 
シンポジュウム援助金

（高知大会）  ¥15,000  ¥15,000  

 
若手研究者優秀発表

賞  ¥15,000  ¥15,000  
 県例会援助金  ¥30,000  ¥30,000 広島県 ¥8,000 
      岡山県 ¥5,000 
      愛媛県 ¥3,000 
      山口県 ¥3,000 
      島根県 ¥3,000 
      鳥取県 ¥2,000 
      香川県 ¥2,000 
      高知県 ¥2,000 
      徳島県 ¥2,000 
選挙費  ¥0  ¥10,800   
通信運搬費  ¥5,000  ¥3,146   

     ¥216 送金手数料 
     ¥1,280 庶務書類発送費 

     ¥1,280 庶務書類発送費 

     ¥290 送金手数料 

     ¥80 送金手数料 
給料手当  ¥30,000  ¥30,000   
 庶務幹事手当  ¥10,000  ¥10,000  
 会計幹事手当  ¥10,000  ¥10,000  
 ホームページ委員手当  ¥10,000  ¥10,000  
雑費  ¥2,000  ¥0   
謝金  ¥5,000  ¥0   
消耗品費  ¥5,000  ¥0   
小計   ¥207,000 ¥203,946   
予備費  ¥123,566 	  ¥126,602  次年度繰越 
計   ¥330,566  ¥330,548   
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別紙２	

	

平成 29 年度 公益社団法人 日本動物学会中国四国支部 決算見込み 

（平成 29 年 7 月 1 日〜平成 30 年 5 月 12 日現在） 

収入の部   予算 
 

決算 
 

  

繰越金  ¥126,602  ¥126,602   

会費  ¥183,200  ¥183,200   
寄付金    ¥30,000 (予定)  
預金利子 

 
¥20 	  ¥2 

  
  

¥309,822  ¥339,804 
  

 

支出の部 
 

予算 内訳 執行額 内訳 
 

事業費 
 

¥160,000  ¥159,000  
 

 
支部大会援助金（山口

大会）  ¥100,000  ¥100,000 

 

 
シンポジュウム援助金

（山口大会）  ¥15,000  ¥15,000 

 

 
若手研究者優秀発表

賞  ¥15,000  ¥15,000 

 

 
県例会援助金  ¥30,000  ¥29,000 広島県 ¥8,000   

    岡山県 ¥5,000   
    山口県 ¥3,000   
    島根県 ¥3,000   
    愛媛県 ¥2,000   
    鳥取県 ¥2,000   
    香川県 ¥2,000   
    高知県 ¥2,000   
    徳島県 ¥2,000 

 中国四国支部 70 周年

記念事業   ¥30,000 （予定） 

 

選挙費 
 

¥11,000  ¥0    
通信運搬費 

 
¥5,000  ¥0   

給料手当 
 

¥30,000  ¥30,000    
庶務幹事手当  ¥10,000  ¥10,000   
会計幹事手当  ¥10,000  ¥10,000   
ホームページ委員手当  ¥10,000  ¥10,000  

雑費  ¥2,000  ¥0    
謝金  ¥5,000  ¥0  

 

消耗品費  ¥5,000  ¥0  
 

小計  ¥218,000  ¥219,000  
 

予備費 
 

¥91,822 	  ¥120,804 	  次年度繰越 
計   ¥309,822  ¥339,804    
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別紙３	

若手研究者優秀発表賞の応募要領および選考要領 

	 平成 30年 2月 8日一部改訂 

1. 若手研究者優秀発表賞への応募があった発表演題の中から，原則として 2 題以内を選
考し，第一著者として発表を行った若手研究者（発表時 35歳未満）を受賞者とする。 

2. 若手研究者優秀発表賞へ応募するものは，支部大会申込票 C票（発表演題申込票）の所
定欄に発表時の身分（学生の場合は学年）・生年月日等を記すこととする。発表は支部

大会開催県の指定した形式とする。 

3. プログラムに若手研究者優秀発表賞の応募演題であることを示す。ポスター形式の場合
には，応募ポスターに優秀発表賞の応募演題であることを示す。 

4. 選考委員は受賞候補者 2名以内を選考・投票する。応募者の多少にかかわらず該当者が
いないと判断された場合には，該当者なしとして投票する。  

5. 投票数を集計し，上位の者を受賞者に決定する。尚，受賞者数の決定は選考委員会に一
任する。 

6. 選考・表彰の運営は，支部大会開催県の選考委員（支部役員等）が中心となって行うも
のとする。 

7. 本申し合わせ事項の改訂は，支部役員会に付す必要がある。 
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別紙４	

	

平成 30 年度 公益社団法人 日本動物学会中国四国支部 予算案 

(2018 年 7 月 1 日〜2019 年 6 月 30 日） 

収入の部  予算  

繰越金  ¥120,804 （見込み） 

会費  ¥204,000  

預金利子  ¥2 	  
  ¥324,806  

 

支出の部  予算 内訳 

事業費  ¥156,000  

 支部大会援助金  ¥100,000 
 シンポジュウム援助金  ¥15,000 
 若手研究者優秀発表賞  ¥15,000 
 県例会援助金  ¥26,000 

選挙費  ¥0  

通信運搬費  ¥5,000  

給料手当  ¥30,000  

 庶務幹事手当  ¥10,000 
 会計幹事手当  ¥10,000 
 ホームページ委員手当  ¥10,000 

雑費  ¥2,000  

謝金  ¥5,000  

消耗品費  ¥5,000  

小計  ¥203,000  

予備費  ¥121,806 	  

計  ¥324,806  

 
	


